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令和８年度 

第２子以降無償化のための申請案内 
（多子世帯利用給付認定） 

 

お問い合わせ先 

仙台市幼児教育無償化事務センター 受付時間：月曜～金曜（土日祝日を除く） 8:30～17:15 
 

022-214-8978（令和８年９月２５日(金)まで） ▶▶▶ 0１２０-５８７-２８７（令和８年９月２８日(月)から） 

手続きの不備がある場合、直接お電話する場合があります。上記番号からおかけしますので、事前の電話帳登録をお願いいたします。 

 

1 第２子以降無償化の概要 
 

満３歳入園児における幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の預かり保育事業の利用料に

ついて、仙台市から多子世帯利用給付認定を受けた場合に、令和8年9月利用分は日額

上限450円 （月額上限1６,300円）まで、令和8年10月以降利用分は日額上限490円 

（月額上限1７,７00円）まで無償となります。 

 ※食材料費や通園送迎費、行事費等は第２子以降無償化の対象外です（保護者の負担となります）。 

 ※プレ幼稚園（３歳の誕生日より前の通園）は第２子以降無償化の対象となりません。 

 ※在園している幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の預かり保育以外の保育サービス（一時預かり事業・認

可外保育施設等）の利用料は無償化の対象となりません。 

ただし、在園している幼稚園等の預かり保育の実施時間が少ない場合（教育時間を含めて平日８時間未

満または年間実施日数２００日未満）のみ、他の保育サービスの利用料も預かり保育の利用料と合わせて月額上限額の範囲内で無償化

の対象となります。仙台市の場合、聖ルカ幼稚園、宮城教育大学附属幼稚園、あきう幼稚園の３施設が該当します（R8.9現在）。  

※利用料は、いったん保護者から施設へお支払いいただく必要があります。無償化額は、３か月ごとに保護者から仙台市へご請求いただい 

た後、仙台市から保護者の口座へお支払いします（償還払い：下図④～⑧参照）。 

 

 

幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の 

預かり保育事業 利用者向け 

 

詳しい内容は仙台市

ホームページに掲載 

しています。 

 

 

 
 

保護者 仙台市 

⑦助成金の請求（オンライン） 

⑧認定保護者の口座へ振込 

③利用料の支払い（随時） 

①認定申請（オンライン） 

②認定結果通知（オンライン） 

④請求の案内（オンライン） 

施設 ⑤提供証明書発行依頼 

⑥提供証明書発行 

施設 

3 

か 

月 

ご 

と 
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（1） 認定要件 

第２子以降無償化の対象となるためには、仙台市から「多子世帯利用給付認定」を受ける必要があります。 

※認可保育施設や幼稚園等を利用する際に必要となる「教育・保育給付認定」や「施設等利用給付認定」とは別の認定です。 

 

認定要件 ※以下すべてに該当すること 対象事業 

☑ 認定対象児童と保護者が仙台市内に居住している 

（原則として住民票があること） 

☑ 令和８年度の満３歳入園児（３歳の誕生日の前日以降の入園児） 

☑ 保護者（父母等それぞれ）が保育の必要性の事由に該当する 

☑ 同一生計の世帯のこどもの数を上から数えて第２子以降のこども 

☑ 預かり保育事業について幼児教育・保育の無償化（国制度）を 

受けていない 

幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）

の預かり保育事業 

 

（2）保育の必要性の事由 

多子世帯利用給付認定を申請するには、保護者（父母等それぞれ）が次のいずれかに該当する必要があります。 
 

❶ １か月に64時間以上就労している場合（自営業、内職等を含む） 

※休憩時間を除いた時間となります。 

※育児休業中の場合、施設・事業の利用開始日の２か月後までに復職する場合のみ対象となります。 

※無収入で就労と認められない場合は対象になりません（例：ボランティア活動、自家消費のための農業、町内会の役員など）。 
 

❷ 妊娠中または出産後間がなく、兄姉の保育が困難な場合 

※認定期間は、出産予定日の８週前に応当する日から、出産日から起算して８週間を経過する日の翌日が属する月の末日まで

となります。ただし、多胎児の場合は出産予定日の14週前に応当する日から認定することができます。該当する場合はお申

出ください。 
 

❸ 病気にかかり、もしくはけがをし、または精神もしくは身体に障がいを有している場合 

❹ 同居の親族（長期間入院等をしている親族を含む）を常に介護・看護している場合（１か月に64時間以上） 

❺ 震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている場合 

❻ 求職活動中である場合 

※認定期間は認定開始日から90日または３か月のうち短い期間を経過する月の末日までとなります。 

※就職した場合、就労証明書等の証明書類の提出により、保育の必要性の事由及び認定期間が変更されます。 
 

❼ １か月に64時間以上就学している場合（学生、職業訓練などのうち通学を要するもの） 

❽ 育児休業取得時にすでに幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の預かり保育事業を利用しているお子さんがいて、 

同一施設での継続利用が必要である場合 

※「就労」の事由で多子世帯利用給付認定を受けて預かり保育事業を利用し、下のお子さんの育児休業を取得する場合は、同一

施設の継続利用が必要である場合、原則として下のお子さんの１歳の誕生日の前日が属する月の末日まで認定を継続できま

す（下のお子さんが１歳の誕生日時点で認可保育所等の利用待機となった場合、最大で６か月の延長（１歳６か月の誕生日時

点でも利用待機となった場合はさらに最大６か月の再延長）が認められる場合があります。）。 

ただし、令和8年9月1日時点ですでに育児休業中であり、同日付の多子世帯利用給付認定開始を希望する場合、育児休業

に入る前から同一施設での預かり保育事業を利用していれば、「就労」の事由で多子世帯利用給付認定を受けていなくても、

「育児休業中の継続利用」として申請することができます。 
 

❾ その他、上記に類する事由により、どうしてもお子さんの保育ができない場合 

2 多子世帯利用給付認定 
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(１)認定開始希望日が令和８年９月１日～９月３０日の場合 

令和８年９月３０日(水)までをめどに申請をしてください。書類の準備  

に時間を要する場合は、令和8年10月1日(木)以降も申請可能です。 
 

(２)認定開始希望日が令和８年１０月１日～令和９年３月３１日の場合 

令和９年３月３１日(水)までかつ速やかに申請をしてください。 
 

・令和９年４月１日（木）以降、令和８年度に日付を遡って申請することはできません。 

・兄弟姉妹で同時に申請する場合でも、１人ずつ申請してください。 

・認定希望日（利用開始(予定)日）が数か月先の場合、申請を一旦お返しさせていただく 

ことがありますので、ご了承ください。 

・認定の審査には時間を要します。認定結果は令和8年11月以降に順次通知予定です。 

 

★保育を必要とすることを証明する書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 申請手続き 

添付書類 

＊ 父母等それぞれについて、保育の必要性の事由に応じ、下記の★の書類を添付してください。 

＊ ◆の書類は、マイナンバーを使用し、本市担当課や他自治体等へ情報照会を行いますので、添付不要です。 

＊ 母子健康手帳・療育手帳・介護保険被保険者証は仙台市に住民登録している方のみ情報照会可能です。 

＊ 認定希望日（利用開始日）から６か月以内の証明日（記入日）の書類が有効となります。 

❶ 就労 

●お勤めの方（就職内定者を含む）→ 

●自営業の方、内職している方→ 

指定様式 Ｃ -1 「就労証明書」★ 

指定様式 Ｃ -2 「保育を必要とすることの申告書（証明書）」★及び次のいずれか  

①開業している場合 
●直近 3 か月分の事業収入が確認できる帳簿（収支内訳書等）、認定開始希望日から 6 か月以内の請求書、 

納品書、請負契約書など、事業の実態が客観的にわかる書類の写し 

  ※開業から 3 か月以内の場合は個人事業の開業届や営業許可書（証）等の写しも可。 

②開業予定の場合 
  ●店舗の賃貸借契約書、取引先との請負契約書等開業予定であることを証明する書類の写し 

◎専従者の場合は、上記①②に加え、専従者として従事していることの証明書類が必要です。 
●事業主の直近の確定申告書（第二表）・青色事業専従者給与に関する届出書の写し、事業主からの申立書等  

  ※上記①②の書類で専従者として従事していることが確認できる場合は不要。 

❷ 出産 ●母子健康手帳の写し◆ 

❸ 疾病・障がい 
●診断書の原本またはその写し（保育を必要とすることの記載があるもの）★ 

●身体障害者手帳の写し◆ 精神障害者保健福祉手帳の写し◆ 療育手帳の写し◆ 

❹ 介護等 

指定様式 Ｃ -2 「保育を必要とすることの申告書（証明書）」★ 及び 次のいずれか 

●診断書の原本またはその写し★     ●介護保険被保険者証の写し◆ 

●身体障害者手帳の写し◆ 精神障害者保健福祉手帳の写し◆ 療育手帳の写し◆ 

❺ 災害復旧 り災証明書★ 及び 復旧に関する期間等を記載したもの★ 

❻ 求職活動 指定様式 C -2 「保育を必要とすることの申告書（証明書）」★ 

❼ 就学 指定様式 C -2 「保育を必要とすることの申告書（証明書）」★ 及び 在学証明書等★ 

❽ 育児休業中 指定様式 C -1 「就労証明書」★ ※育児休業期間等が記載されたもの 

❾ その他 状況が確認できる書類★ 及び 保育が必要な理由等が記載されたもの★ 

 ○単身赴任等で父母等が申請児童と別居している場合も、提出書類は父母等それぞれについて必要です。 

○指定様式は、仙台市ホームページからダウンロードできます。 

認定期間が満了した場合や、保育の必要性の事由に該当しなくなった場合は、幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の預かり保

育事業の利用料が第２子以降無償化の対象外となります。引き続き第２子以降無償化の対象となることを希望する場合は、新

たに保育の必要性の事由に該当し、多子世帯利用給付認定を受ける必要があります。 

申請フォームは 
こちら 

↓ 
 

 

保育を必要とすることを証明する書類をご用意のうえ、申請フォームからご申請ください 

仙台市 

幼児教育無償化 

事務センター 

オンライン 

申請 

https://logoform.jp/form/3PrJ/1732998
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（１）申請時と状況が変わった場合 

申請後（認定後）に利用施設や居住地、世帯の状況、保育の必要性の事由等に変更があった場合は、変更手続きが

必要です。認定要件に該当しなくなった場合は、認定を取り消されることがあります。 

 

（２）現況確認について 

多子世帯利用給付認定を受けた方の保育の必要性が継続していることを確認するため、年1回、現況届及び保育

を必要とすることを証明する書類を提出いただきます。手続きについては、実施時期に対象者へご案内します。 

 

注意事項 
① 「多子世帯利用給付認定申請」は、申請案内をよく読み、保護者が漏れなく入力してください。 

② 必要書類は、申請に必ず添付してください。必要書類が確認できない場合は、認定ができません。 

③ 就労証明書等の内容について勤務先に確認する場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、申請前

に記入漏れや内容に誤りがないかご確認ください。 

④ 多子世帯利用給付認定の審査にあたり、申請者や同居家族の住民基本台帳を閲覧・確認させていただきます。 

⑤ 多子世帯利用給付認定において、保育の必要性の状況に応じて、認定期間（第２子以降無償化の対象となる期

間）が制限される場合があります。認定期間内に、保育の必要性の継続が確認できる書類の提出がなかった場合

は、認定期間の満了日をもって第２子以降無償化の対象外となります。また、保育の必要性の事由に該当しなく

なった場合も、認定が取り消され、第２子以降無償化の対象外となります。継続して保育が必要になる場合は、

期間満了の１～２か月前を目安に期間満了後も保育を必要とすることが確認できる書類を添付し、認定変更申

請を行ってください。（日付を遡って多子世帯利用給付認定を継続することはできません。） 

⑥ 「多子世帯利用給付認定申請」を行った場合、申請様式内の「申請にあたっての同意事項」に同意いただいたもの

として取り扱います。 

⑦ 申請内容に虚偽や保育を必要とする要件が確認できる書類等に改ざんが認められた場合、遡って認定を取り消

し、既に受給した助成金については、返還していただく場合があります。 
 

4 その他 


